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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第57期 

第１四半期 
累計期間 

第58期 
第１四半期 
累計期間 

第57期 

会計期間 
自2018年４月１日 
至2018年６月30日 

自2019年４月１日 
至2019年６月30日 

自2018年４月１日 
至2019年３月31日 

売上高 (千円） 2,688,945 2,844,126 11,313,099 

経常利益 (千円） 155,867 172,354 1,063,186 

四半期（当期）純利益 (千円） 104,591 113,827 761,536 

持分法を適用した場合の投資利益 (千円） － － － 

資本金 (千円） 733,360 733,360 733,360 

発行済株式総数 (千株） 8,264 8,264 8,264 

純資産額 (千円） 7,467,983 7,938,008 7,977,485 

総資産額 (千円） 9,366,187 9,983,186 10,284,248 

１株当たり四半期（当期）純利益 (円） 13.45 14.64 97.97 

潜在株式調整後１株当たり四半期 

（当期）純利益 
(円） － － － 

１株当たり配当額 (円） － － 36.00 

自己資本比率 (％） 79.7 79.5 77.6 

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、世界経済の減速、貿易摩擦の長期化、地政学的リスク等の影響が先

行きの懸念要素としてあるものの、企業収益や雇用・所得の水準は底堅く、個人消費の持ち直しもみられるなど、総

じて緩やかな景気回復基調で推移いたしました。

情報サービス産業におきましては、ＩｏＴ、ＡＩを活用したＩＴサービスの進展、クラウドサービスやセキュリテ

ィ対策、ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）導入等の需要を軸にＩＴ投資全般は引き続き堅調に

推移しております。一方で既存システムにおけるＩＴサービスに対する企業のコスト削減姿勢は変わらず、依然とし

て価格面は抑制傾向にあります。

このような情勢の下、当社では、引き続きアウトソーシング案件や上流工程案件の取引拡大に注力するとともに、

受注案件ごとの採算性向上に努めました。また、積極的な人材採用と若手社員の育成強化やビジネスパートナーの活

用推進等の継続的な取り組みにより受注拡大を図りました。

これらの結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高2,844百万円（前年同期比5.8％増）、経常利益172百

万円（前年同期比10.6％増）、四半期純利益113百万円（前年同期比8.8％増）となりました。

部門別の概況は、次のとおりであります。 

（ネットワークサービス） 

アウトソーシング案件の取引拡大に注力するとともに、技術者投入とビジネスパートナーの活用推進に取り組み、

既存案件の拡大や新規案件の早期受注を図った結果、売上高は2,259百万円（前期比7.6％増）となりました。 

（システム開発） 

業務系アプリケーション等の案件獲得に努めた結果、売上高は497百万円（前期比1.1％増）となりました。 

（システム運用） 

汎用系の運用やオペレーション業務は、市場の縮小とともに価格下落が継続していることから、汎用系技術からネ

ットワーク系技術への移行に継続して取り組んだ結果、売上高は87百万円（前期比9.5％減）となりました。 

 

（2）財政状態の分析 

（資産） 

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より330百万円減少し、7,748百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金71百万円、売掛金196百万円、前払費用78百万円の減少によるものであります。固定資産は

29百万円増加し2,234百万円となりました。これは主に、投資有価証券５百万円の減少、保険積立金34百万円の増加

によるものであります。

この結果、資産総額は、前事業年度末より301百万円減少し、9,983百万円となりました。

（負債） 

当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より262百万円減少し、1,957百万円となりました。こ

れは主に、未払費用84百万円、その他に含まれる未払消費税等37百万円および預り金174百万円の増加と、未払法人

税等131百万円、賞与引当金423百万円の減少によるものであります。固定負債は前事業年度末から微増し87百万円と

なりました。

この結果、負債総額は、前事業年度末より261百万円減少し、2,045百万円となりました。

（純資産） 

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ39百万円減少し、7,938百万円となりました。こ

れは主に、四半期純利益113百万円の計上による増加、配当金147百万円の支払いによる減少によるものであります。
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（3）経営方針・経営戦略等 

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませんが、引

き続き入手可能な情報に基づいて市場動向の把握に努めるとともに、最善の経営方針を検討してまいります。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期累計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた事項はありません。

 

（5）研究開発活動 

該当事項はありません。

 

（6）経営成績に重要な影響を与える要因 

前事業年度における有価証券報告書の「第２ 事業の状況」の「２ 事業等のリスク」に記載の内容から変更はあり

ません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,729,000

計 20,729,000

 

②【発行済株式】

種類 
第１四半期会計期間 
末現在発行数（株） 
（2019年６月30日） 

提出日現在 
発行数（株） 

（2019年８月13日） 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 8,264,850 8,264,850 
東京証券取引所 

（市場第二部） 

単元株式数 

100株 

計 8,264,850 8,264,850 － － 

 

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2019年６月30日 － 8,264,850 － 733,360 － 623,845

 

（5）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（6）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

        2019年６月30日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 492,100 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,765,600 77,656 － 

単元未満株式 普通株式 7,150 － － 

発行済株式総数   8,264,850 － － 

総株主の議決権   － 77,656 － 

 

②【自己株式等】

        2019年６月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 

所有株式数 
（株） 

他人名義 
所有株式数 
（株） 

所有株式数 
の合計 
（株） 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合（％） 

旭情報サービス株式会社 
東京都千代田区丸の内 

１丁目７番12号 
492,100 － 492,100 5.95 

計 － 492,100 － 492,100 5.95 

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2019年４月１日から2019年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】
    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,166,355 5,094,902 

売掛金 1,989,708 1,793,069 

有価証券 699,800 699,930 

仕掛品 5,438 46,099 

前払費用 185,214 106,372 

その他 32,113 7,984 

流動資産合計 8,078,630 7,748,357 

固定資産    

有形固定資産 86,639 83,951 

無形固定資産 13,961 13,307 

投資その他の資産    

投資有価証券 529,552 524,244 

敷金及び保証金 ※ 214,315 ※ 212,951 

保険積立金 747,097 781,879 

前払年金費用 334,507 344,330 

繰延税金資産 241,093 240,563 

その他 38,449 33,599 

投資その他の資産合計 2,105,016 2,137,569 

固定資産合計 2,205,618 2,234,828 

資産合計 10,284,248 9,983,186 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(2019年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 260,000 260,000 

未払金 318,541 303,673 

未払費用 429,687 513,931 

未払法人税等 204,213 72,419 

賞与引当金 821,550 398,425 

受注損失引当金 － 1,726 

その他 185,409 407,201 

流動負債合計 2,219,402 1,957,375 

固定負債    

リース債務 629 472 

役員退職慰労引当金 86,730 87,330 

固定負債合計 87,359 87,802 

負債合計 2,306,762 2,045,178 

純資産の部    

株主資本    

資本金 733,360 733,360 

資本剰余金 624,523 624,523 

利益剰余金 6,980,705 6,934,436 

自己株式 △371,488 △371,488 

株主資本合計 7,967,100 7,920,832 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 40,085 34,460 

土地再評価差額金 △29,700 △17,285 

評価・換算差額等合計 10,385 17,175 

純資産合計 7,977,485 7,938,008 

負債純資産合計 10,284,248 9,983,186 

 

- 8 -



(2)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 2,688,945 2,844,126 

売上原価 2,140,384 2,266,849 

売上総利益 548,560 577,276 

販売費及び一般管理費 395,460 408,304 

営業利益 153,099 168,972 

営業外収益    

受取利息 621 778 

受取配当金 2,292 2,547 

賃貸不動産収入 639 408 

助成金収入 － 340 

雑収入 472 447 

営業外収益合計 4,025 4,522 

営業外費用    

支払利息 541 535 

賃貸不動産費用 629 604 

雑損失 87 － 

営業外費用合計 1,257 1,140 

経常利益 155,867 172,354 

特別損失    

減損損失 － 3,350 

特別損失合計 － 3,350 

税引前四半期純利益 155,867 169,004 

法人税等 51,275 55,177 

四半期純利益 104,591 113,827 
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当第１四半期会計期間
（2019年６月30日）

投資その他の資産    

敷金及び保証金 4,600千円 4,900千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 2018年４月１日

至 2018年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

減価償却費 2,139千円 3,328千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 124,362 16.00 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

 該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 147,680 19.00 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 2019年４月１日 

至 2019年６月30日）

当社の事業は、情報サービス事業ならびにこれらの附帯業務の単一事業であります。したがいまして、開示対象と

なるセグメントはありませんので、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間

（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益 13円45銭 14円64銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益（千円） 104,591 113,827

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 104,591 113,827

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,772 7,772

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月13日

旭情報サービス株式会社 

取締役会 御中 

 

EY新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 植  村  文  雄  ㊞ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 前  川  伸  哉  ㊞ 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス

株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの第58期事業年度の第１四半期会計期間（2019年４月１日から2019年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の2019年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 



【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年８月13日

【会社名】 旭情報サービス株式会社

【英訳名】 ASAHI INTELLIGENCE SERVICE CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 田中 博

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内１丁目７番12号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

旭情報サービス株式会社 横浜支社

（横浜市神奈川区金港町１丁目４番）

旭情報サービス株式会社 中部支社

（名古屋市中区錦２丁目３番４号）

旭情報サービス株式会社 大阪支社

（大阪市中央区難波５丁目１番60号）

 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長田中 博は、当社の第58期第１四半期（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）の四半期

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。
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